
Ⅰ. 物語性　narrativity

人間が言葉を使用するようになって、間も

なく物語をするようになったであろう。物語

は、全ての民俗に存在する。現代でも至ると

ころに物語は溢れている。物語は、時間と空

間を越えて存在し続ける。現代も小説とか映

画、ドラマ、アニメ、マンガ、絵本、ゲーム、

夢など、それら全てに物語は内在している。

ブレモンが「人はそこに言葉を読み、映像を

見、仕草の意味を読み取る。しかしそれらを

通して人がたどろうとするものは物語なので

ある」1）と言っているように、物語は様々な

物語メディアの「物語性」という分母なので

ある。

それでは、物語とは何なのであろうか。エ

ーコは、物語とは「記述されるそれぞれの行

動のために、動作主
．．．

、動作主
．．．

の意図
．．
、状態
．．
な

いしは可能世界、変化ならびにその原因
．．
、変

化を決定する意志
．．
を要求する、行動の記述で

ある」2）と規定している。さらに、「精神状態
．．．．

、
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情緒
．．
、状況
．．
」2）を付け加えている。物語は、

自然的物語・人工的物語、現実世界・可能世

界を問わない。要するに、物語は、ある行為

者たちによる、ある状況・事象から異なる状

況・事象へと変化する出来事の表象である。

物語には葛藤があり、「対立するものの二つの

集合を時間的に繋ぐことにその特徴がある」

（プリンス）3）。物語は、限定的な時間のうち

に根本的な状況・事象の変化をつづることで、

現実世界における人間的な問いと答えを提示

するというコミュニケーションの手立てであ

る。物語は、「何を」と「いかに」語るかに分

かれるが、物語が様々なメディアによって同

様の内容の物語を語り得る（物語は翻訳可能

性を持つ）ということから「物語性は図像媒

体に依存しない」（アダン）4）。（ここには文字

という媒体も含まれる）。

物語は、記号論的には、物語表現expression

と物語内容contentの一体化したものである。

テクスト分析は主にこの両者並びに相互テク

ストを参照していく。ところで、物語論nar-

ratologyでは、物語の範列paradigmを主に対象

とする。そこで、本論では、テクストの潜在

的範列を二種の構造に分けて分析していく。

深層部は、より土台的な範列であり、主に

「行為項」や「様態」、「機能」の連接の位相で

ある。表層部は「モティーフ」の連辞と「フ

ァーブラ」の位相とする。これらの部門が

個々のテクストの表現・内容を生成する媒介

や機動力となっている。

Ⅱ 物語システム narrative system

1. 連接　junction

プリンスは、「多くの物語は、二つに分離し

ているように見える事象（の連鎖）が実際に

は因果関係や従属関係や補完関係にあること

を示すことに明らかに関わって」5）いると述

べている。

グレマスにおいても、物語において意味を

捉えるためには、差異の知覚を必要とし、そ

のためには、

1. 二つの対照辞項terme－objectを同時に存

在するものとして捉える

2. 辞項間の関係を捉え、それを結びつける

という操作が必要であると指摘している6）。

この操作が「連接」である。連接は、

［離接disjunction ――――　合接conjuction］

の関係接続である。連接は、言語学上では

「主体subjectと対象objectとを結び、状態陳述

（stasis statement）をもたらす関係」7）である。

離接は「XはYとともにあらず」ないし「X

はYを持たない」であり、合接は「XはYと

ともにある」ないし「XはYを持つ」という

状況を示す。本稿の物語論においては、離接

は離散の、不連続の、未然の、未踏の、いま

だ至らない、未決定のあるいは非本来的、潜

在的状況としてとらえる。それに対し、合接

は接合、連続、到達、決定、本来的、顕在的

状況である。故に、離接は事象・状況の進行

的現働化であり、決定、解決への志向性を持

っている。この志向性は、実現という合接へ

向かう。この連関が連接である。物語の連接

には次のようないくつかのレベルが考えられ

る。

2. 基底連接　basic junction

物語は、人間世界にかかわる状況の決定的、

根本的変転を時間軸に添って語るものである。

前半の状況と後半の状況には反対、転倒、矛

盾の関係がある。あるいは、小から大、低か

ら高、否定から肯定といった生成、その逆の

崩落の場合がある。これをグレマスは、前半

の〔逆転した内容〕と後半の〔定立された内

容〕との間の『状況（＝場面）の逆転』と構

成している8）。前半が逆転しているというこ

とは、物語が後半の状況から遡って開始して

いるのであって、いわば物語の構造は決定論

的なのである。これらの対立的構成は、古
　　いにしえ

か

ら「不幸～幸」、「調和～不調和」というアリ

ストテレスの悲劇のカタルシスにもあるよう

に、いずれにしても横断的である。物語は時
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間的対立、状況的対立、主題的対立によって

成り立っている。基底連接は物語を作りあげ

ていく上での最も基盤となる土台であり、物

語を横断している範列である。その連接は次

のようなものである。

〔 不整合　→　転換　→　整合　〕あるいは

〔 整合　　→　転換　→　不整合　〕

物語は、享受者にとっては物語の開始から

結末へと時間に導かれ辿っていく一連の事件

の連なりである。しかしながら、すでにテク

ストとして生成されている物語においては、

結末から逆に吸収されて開始へと向かってい

るのである。それは、ちょうどケーブルカー

がケーブルによって頂上から引っ張られてい

るかのようである。結末によって転換と開始

が決定されていると言えよう。物語は、前提

的な構造を持ち、その上に多彩な、変化に富

んだ、魅惑的な物語のディスコースが綴られ、

描かれ、流れていく。

「不整合」とは、物語において望ましい、

本来的な状況から切り離されている、疎外さ

れている状況である。この状況は離散的で、

やがて満たされた、結末的状況である「整合」

に至る。この経過が必然的連接となっている。

しかし、不整合の状況から整合の状況へ反転

するにはそれなりの説得性のある理由や原

因・結果などの因果関係や合理性を要する。

この反転の契機が「転換」である。転換は物

語の開始の状況と結末の状況の落差を埋めて、

物語のアルゴリズムとダイナミックをもたら

す。

物語によっては、悲劇的なドラマのように

整合の状況から不整合へと向かう逆の流れも

当然ある。しかしながら、この構造的な範列

の連接は物語の構造上のものであり、必ずし

も物語の内容的なテーマとは一致しない。不

整合な構造に終わったとしても、テーマとし

ては整合的な状況になっているということも

ある。例えば、「リア王」は構造的には悲惨な

不整合の状況に至るが、テーマとしては真実

の「愛」に気づくという物語内容面での整合

性を築いている。

基底連接に基づいて次のような典型的な物

語のパターン例が構築され得る。

（救済物語モデル）

〔 秩序の崩壊　→　試練（闘い） →　秩序

の回復　〕

侵略者などによる共同体の平和や秩序が壊さ

れ、主体が再建のために派遣される。主体は

様々な試練、主に闘いを潜り抜け、闘いに勝

利し、共同体の秩序と平和を取り戻す。

（探索物語モデル）

〔 価値の喪失　→　試練（探索） →　価値

の取得（充溢）〕

価値あるものが失われ、その対象を求めて、

主体は探索へと送られる、あるいは自ら出向

く。主体は探索に伴う試練と苦闘の末、対象

を手に入れ、元に戻す。近代的な物語では、

主体は内的な、精神的な欠落や不在に気づき、

その探索を求め旅立つ。主体は様々な人や事

件・試練に出会い、最終的にはその価値に気

づき欠落を埋めたり、伴侶を得たりする。

（調停物語モデル）

〔 絶対的対立の状態　→　試練（葛藤） →

対立の調停　〕

絶対的対立とは、天と地、神と人間、生と死、

昼と夜などの宇宙論的な二立相反や人間にと

って必然的で避けることができない宿命的な

対立を指す。このモデルは本来自然摂理の神

秘性、不可解性を二項対立的に捉え、さらに

その中間的第三項という媒介を導入すること

で、絶対的な対立をやわらげ、調停し、摂理

の説明と説得を行おうとするいわゆる神話モ

デルである。このモデルは現代でも自然と文

化、男と女、老いと若さ、肉体と精神、生と

死、自民族と異民族をめぐる葛藤の物語とし

て存在している。

3. プログラム連接　program junction

プログラム連接は、物語の中核となる範列

的な連接である。この連接によってほぼ物語

のジャンルが形成されていく。プログラム連

接は、物語の基底連接における不整合、転換、

整合の諸要素をより具体的な状況の範列へと

物語の連接的生成
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上げていく。リクールはこの構成について

「すなわち物語は、行動の意味論によって確立

された範列的な表の中に現れることのできる

あらゆる構成要素を、連辞的な次元で出現さ

せるものである」9）と述べている。

プログラム連接における重要な構成要素は

「行為項」actantと呼ばれるものである。行為

項は、物語の行為者の範列であり、ディスコ

ース上では動作主agent、キャラクターcharac-

terとして名前や性格、性などを有する具体的

な人間や、人間に近い存在として描かれる。

行為項は、主にグレマスによって練られてき

たもので、次のようなものがある10）。

主体　　　　　　対　象

送り手　　　　　受け手

さらに、状況項として

補助者　　　　　反対者

（後に、グレマスは主体と同位置にあり、主体

の競争者としての「反主体」を設けた）

行為項「主体」はもともと言述における主

語subjectに当たるもので、主語は目的語（「対

象」object）とその間の状況と関係を表す述語

（「様態」modality）という連辞を成している。

これを物語に敷衍して物語の範列が作られる。

主体と対象の関係に横たわる様態は、物語

の意味生成にとって直接かかわる重要な要素

となる。ドゥルーズは、命題には「指示作用」

と「表出作用」と「意味作用」があるという。

さらに、表出作用においては「命題と、語り、

表現する主体の関係が問題とされる。したが

って表出作用は、命題に対象の欲望・信念の

言表として表現される」11）と、様態の性質を

説明している。命題は、このほかにも様々な

様態を対象に対して出現せしめ得る。主な様

態演算子（ある関数を他の関数に対応させる

作用素）には次のようなものがある12）。

真理的　（可能・不可能、必然性など）

義務的　（義務、禁止・許可など）

価値論的（善・悪、公平など）

認識論的（知・無知、信念など）

物語の連辞を一つのマクロ命題として捉え

れば、行為者の対象に向かう態度によって、

様々な様態が物語の軌道narrative domainに連

接として出現してくる。例えば、

送り手は主体に命じる　　～　主体は受諾

する　　　　〔義務〕〔信念〕

主体は対象をめざす　　　～　対象を入手

する　　　　〔価値〕〔欲望〕

主体は反主体と戦う　　　～　主体は勝利

又は敗退する〔能力〕

主体は情報の存在を知る　～　情報を入手

する　　　　〔知〕

物語の軌道上のラインにおいて、ある未然の

離接的状態から、予定される決着の合接的状

態へと向かう連接が整う。この一連の連接の

束が互いに連なってプログラム連接となる。

各連接は、まとまった一定の様態を生じさせ、

この様態が物語の意味の骨子となる。

開始の連接（例えば「契約」《指令・受諾、

禁止・違反》）

転換の連接（例えば「試練」《探索・入手、

戦闘・勝利》）

結末の連接（例えば「評価」《達成・賞与、

失態・再起》）

単一の主体による物語であるなら単層のプロ

グラムが、複数の主体が物語軌道を辿るなら

複数のプログラムが作動し、複雑な様態が連

動していく。このことによって物語の意味や

テーマが縺れて、複雑になっいくことになる。

4. シークエンス連接　sequence junction

バルトによれば「物語を読み聞くというこ

とは、単にある語から他の語へと移っていく

ことではない。それはまた、あるレベルから

他のレベルへ移っていくことでもある」13）と

いう。レベルにはミクロからマクロの単位ま

で様々にあるが、物語として体をなす最小の

連鎖単位はシークエンスである。シークエン

スは、二つの別個の出来事の間に変形連関が

あり、なおかつ一つの継続を持っているもの

である。それはまた、状況の変移を伴った一

連の出来事の繋がりと言えよう。例えば、物

語の冒頭において、送り手がある対象を取り
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戻すように依頼すると、主体は熟考の上決意

し、その依頼を受諾するという設定があると

する。これは、（依頼）―（受諾）という一連

の変形連関と継続性のある出来事間の連接で

ある。かつ、主体においても未決定の離接か

ら決意という合接に至る連接である。また、

送り手にも受諾されるか断られるか、未然の

離接から受諾という合接を得る。このシーク

エンスとしての連接には、出だしのシークエ

ンス、結末のシークエンス、紛糾のシークエ

ンス、闘争のシークエンスなど多彩に存在し

得よう。

また、シークエンスは物語における出来事

間の原因、結果の因果的系列をなすもので、

バルトはこれを「核」nucleusと呼んだ14）。そ

れは枢軸機能体cardinal functionであり、「危

機の瞬間」である。この核をめぐって、核と

核とを接続させ、なめらかに物語を進行させ

る役割を担うのが「触媒」catalysisである。

そして、触媒に縫われた一つの核と一つの核

との結びつき、すなわち一つの原因・結果の

出来事の連なりを「機能」とした。バルトに

とって機能が一つのシークエンスであり、こ

の一つのシークエンスにはすでに次のシーク

エンスの兆しが含まれていて、新たな危機が

抱卵されている。シークエンスは対位的なの

である。複層的な物語では、異なる主体がそ

れぞれのシークエンスを対位的に綴っていく。

この場合、各シークエンスのミクロテーマが

響きあって複雑な色合いの物語の意味が交差

する。

一方、プロップがロシアの魔法民話から抽

出してきた物語における行為の範列的抽象で

ある「機能」15）は、グレマスによって連接的

なシークエンスとして位置づけられた。機能

のシークエンスは継続した出来事間の結着で

あるばかりでなく、離れた出来事をも行為の

意味から結びつける。それは、出来事の未決

から決定への接続した連接があれば、また例

えば（出立）～（帰還）といった離散的な連

接もある。この機能に関して、ブレモンは

「即ち、反対のものを選択する可能性を同時に

設定しないで、機能を設定してはならない」16）

と規定している。

ダンダスは、アメリカインディアン民話の

研究において、民話の基本的単位として「モ

ティーフ素」motifemeを設定した17）。モティ

ーフ素は、表層構造において出来事のミクロ

テーマを構成する話題の単位であるモティー

フmotifの原型になっているものである。ダン

ダスにとっては、このモティーフ素が機能に

なっている。

5. 行為連接　action junction

言述の意味生成の最小の単位が文であると

したら、物語にとって基本的意味体は行為の

連接であろう。この行為の連接とは一つの出

来事である。ブレモンが「すべての物語は、

同じひとつの行動単位の中で、人間の関心を

引く出来事のひとつづきをつくりあげる

論 述
デイスクール

から成り立っている」18）というように。

しかしながら、一つの行為、一つの出来事が

意味派生の完成体ではない。出来事は、他の

出来事への導引によってその意味が生成、発

展されていく。「一つの出来事は、それに後続

する様々な出来事との間に形作られる関係の

ネットワークの中に組み込まれることによっ

て、次々に新たな意味を帯びて行く」（野家）
19）。

物語の行為は、常に次の展開に続く選択の

前に立たされている。エーコは。これを

“probability”（ある事が実際に起こるか否かの

確実さの度合い）の離接と呼んでいる20）。こ

の場合、物語は常に「自分にとって有利な選

択肢、つまり物語として生きのびることを保
．．．．．．．．．．．．．．

証してくれる
．．．．．．

選択肢以外のものは決して選ば

ない」（バルト）21）のである。この行為の連接

を最も明確にし、物語を行為の単位から分析

していったのがブレモンである。ブレモンに

よれば、行為は「二分法的選択の系列
セリ ー

」とか

かわっており、「可能となるか
．．．．．．

、可能とならな
．．．．．．

いか
．．
、行為となるか
．．．．．．

、潜在力のままでいるか
．．．．．．．．．．

、

目的を達成するか
．．．．．．．．

、達成しないか
．．．．．．

」22）という

連接の連綿なのである。
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行為の連接は、物語の範列的システムにお

いては物語の出発単位ではない。むしろ、物

語の基底連接の土台から、プログラム連接、

シークエンス連接、そして行為の連接へと棟

上げされるように規定されていくのである。

6. 出来事の連結　linking of accident

これまでの各連接は、物語を構成するシス

テム、仕組みである。物語は、連接という落

差によって宙吊りされたサスペンスを作り出

し、それを機動力として運行するのである。

これは、物語の深層構造である。そして、物

語を実現していくためには、時間軸を構成し

なければならない。例えば、主体の（出発）

と（帰還）の連接は、即繋がれていくわけで

はなく、長い（試練）を経て繋がれていくの

である。あるいは、冒頭でのあるさりげない

事件は、結末の状況において真に重要な標識

であることがわかるなど、年代記的な原因・

結果の連関、理由、根拠のアルゴニズムの流

れを必要とする。これが筋立て、あるいはエ

ーコがとらえるファーブラである。エーコは

ロシア・フォルマリストの用語であるファー

ブラfabulaを物語の構成的な運行表として捉

えなおした。エーコによるファーブラとは、

「物語の基本的図式、行動の論理、登場人物た

ちの統辞法、出来事の時間的に秩序づけられ

た進行」23）であると規定している。ファーブ

ラは、物語の深層構造とテクストとの間の媒

介的な働きをする表層構造なのである。ファ

ーブラは、制作物、テクスト、作品などの設

計図であり、デッサンである。ファーブラは、

深層構造の各連接に規定されてはいるが、同

時にテクストへの産出を目指している。ある

いは、すでに生成されたテクストの側から見

れば、即ち享受者からは、多彩で、佳麗に彩

られたテクストの表現、意味の流れやテーマ

の創出の川床となっているものである。川床

は、その地形と深さ、石組みなどによって水

の流れの様を多様に変化させる。川の流れを

見るものは流れの様を賞でたり、恐れたりす

る。ファーブラは物語の力動をもたらすエン

ジンとも言えよう。

ところで、筋intrigueとかプロットplotは、

物語の表現面から追って行くもので、登場人

物の行為の流れ、諸状況、諸事情（出来事）

の概略、要約であるモティーフの集合である。

ストーリーstoryは、物語の内容についてファ

ーブラ同様年代記的順序にたどった流れであ

る。

Ⅲ 物語意味論　narrative semantics

1. 物語の表現　narrative expression

物語の表現は、すでに生成された実体であ

り、物語の享受者が現前に接する物語のメデ

ィアそのものである。表現は、「物語られるも

の」narrated（内容）に対する「物語るもの」

narraingにあたる。表現には、音声、文字、映

像、パフォーマンスなどのいわゆるメディア

である「資料」substanceと、「陳述」statement

としての「形相」formによって成り立ってい

る。いわゆる「言述」（ディスコース）dis-

courseとは、表現面での「語り」narratingであ

り、行為、出来事、叙述narration、状況、事

象の描写description、解説commentaryなどが

物語の統辞にのっとって語られ、つづられ、

動いていく。

物語のディスコースは、物語が表象的行為

である限り、語りの仕方である物語文法nar-

rative grammarを持つ。物語文法の基盤をなす

ものには、語り手の志向である視点point of

view（又は視野perspective、焦点化focalization）

がある。さらに、語り手の介在がいかに存在

するかというモードmode（又は距離distance）

があり、これには示すことshowingと語るこ

とtellingがある。物語の進行をつかさどる時

制tenseには、速度speedと順序orderがある。

ディスコースの様々な条件やディスコースそ

のものが物語に強い影響を持っていて、物語

の迫力、サスペンス、緊迫感といった強度へ

の導き、さらには物語への理解、説得への本

体となっているのである。

物語の享受者にとっては、表現が顕現して
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いる実体である。この実体を通じて、享受者

は潜在している物語の意味、テーマさらには、

感情、情念
パト ス

を汲みあげ、探照する。範列の連

接では基底連接から行為連接へと向って組み

立てられていくが、表現においては逆に物語

を初めから辿っていくのである。表現におい

ては、物語は時間を交差させたり、とばした

り、早く、遅くしたりして、あるいは様々な

レトリックを駆使してスペクタクルをくりひ

ろげていく。表現において、物語は精彩を真

に克ち得る。

2. 物語の内容　narrative content

①意味　meaning

物語のシステムが行為と状況・事象にかか

わる仕組としたら、物語の表現はディスコー

スに、そして内容には意味と情念pathosが存

在する。バルトが物語において「われわれを

燃え立たせるかも知れぬ情熱は…意味の情熱

である」24）というのは、物語の表現が透明に

なり、享受者が物語の中に入り込むことであ

る。

物語の意義は潜在的であり、可能性である。

一つの言葉、一つの映像にはたくさんの意義

が潜んでいる。メルロ＝ポンティによれば、

意味の現出とは、「まだ黙していながらすっか

り現勢状態にある意味志向が、私および他者

の文化である文化に合体し、文化的諸用具の

意義を変えながら私および他者を形成するこ

とができることを確認する、その瞬間のこと

である」25）と述べている。それ故に、一つの

言葉やシーンは未然の、不発の、未決定の状

態即ち離接なのである。これが、コンテクス

ト中に置かれることによって諸々の意義の差

異化と弁別というコード変換が行われ、特定

の意味が浮上し、合接されてくる。意味もま

た連接の過程なのである。

また、単一の言葉やシーンのみならず、物

語のマクロ的意味をたどることにおいても連

接が行われる。何故なら、物語システムの連

接が物語のディスコースを作動させていて、

物語を運行しているからである。ディスコー

スは物語の享受者をひきつけ、魅惑し続ける

ために様々な詩的操作とレトリック、表現の

強度化を試みるが、このことは物語の本来の

意味を曖昧にさせる傾向を生み出していく。

表現が複雑に、詩的になればなる程、ディス

コースの側面が強調されていくからである。

このために、物語は、物語の意味を確定しよ

うとする努力を必然的に有している。

潜勢的な意義は、文脈中のコンテクストに

よって選ばれていくが、コンテクストには、

物語の意味を確定するための操作がほどこさ

れている。それが「同位態」isotopyとグレマ

スによって呼ばれたものである。同位態とは、

「物語の均一な読みを可能にする意味論的範疇

の重複的総体である」26）。同位態は一つの文

やシーンの中にも存在するが、より広範囲の

単位、行為、出来事、情景、描写、対話にも

重ねられていく。同位態には共通の意味特徴

（意味素）が存在していて、表現が異なっても

この意味特徴によって同質的な意味の持続と

強化が計られていく。物語において、意味が

曖昧で弁別困難なディスコースが流れている

場合や、二つ以上の意義が存在可能な場合に

は、この同位態が重要な役割を果たし、主要

な意味づけを決定する。（例えば、ジョークの

話には二つの意味が存在して、その落差が笑

いとなる）。

それ故に、「同位態は範列的な離接に属する」

（エーコ）27）ものであり、一つの連接を決着さ

せながらさらに物語の意味を発展し続けてい

く。エーコは享受者の立場からこの同位態を

トピックtopicと呼ぶ。トピックによって享受

者とテクストとが協働的に作業し、物語の意

味的進行の仮説をうちたてつつ、物語を辿っ

ていく。エーコはトピックにいくつかの位階

を設けている。それは、「文のトピック」、「謎

のトピック」、「物語のトピック」、「マクロト

ピック」である28）。そして、それぞれの階層

でのトピックによって物語のファーブラが探

られていく。物語の享受者はこのような意味

論的ツールによって導かれ、常に物語作動中

に問いを立て自ら物語の意味を求めていく。
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プリンスは、この妥当な問いとして次のよう

なものを掲げている29）。「表象の明示的意味」、

「共示的意味」、「主題的、象徴的意味」、「機能

的意味」、「他のテクストや非テクスト世界か

ら見た意義」。最後のものは、クリステヴァや

バルトによってテクスト相互性と呼ばれたも

のである。

②標識　mark

ディスコースの意味を捉える操作子として

「標識」がある。一つの辞項にも例えば性、階

層、民俗などを表している標識がある。二次

元的対立を伴う二つの辞項の場合には、ディ

スコースにおいてより関与性が高いものに有

標が与えられる（他は無標）。物語においては、

バルトは「転換子」shiftを示唆している。転

換子は、出来事の危機の瞬間の選択を決定づ

ける駆動体である。例えば、「千と千尋の神隠

し」では、主人公の千尋が湯婆婆に仕事をも

らうために契約書にサインするが、湯婆婆は

千尋の名を取り去り、千に変えてしまう。こ

の時「千」は隷属という意味への転換子とし

て機能する。バルトはこのほかにも「指標」

indexを置いている30）。指標には、感情、雰囲

気など暗示的な意味作用をする「固有の指標」

と指向対象の現実性を高める「情報提供子」

がある。プリンスは、物語に解説として現れ

るメタ言語は、「どのように解釈すべきか」と

いうテクストからの暗示としての「解読子」31）

であるという。テクストは、様々な問いを標

識としてもたらしてくる。享受者は、この問

いを手がかりにテクストを自ら解釈し、テク

ストの意味とテーマを求めていく。標識もま

た、問いという未然の離接から答えとしての

合接へと向う連接なのである。

③コード　code

物語の意味の派生は、プリンスが「物語を

理解するということは、諸コードによって物

語を編成し、解釈することを意味している」32）

と言うように基本的にはコード変換である。

どのような辞項もコンテクストによって潜在

的な意義群がコード変換されてくるという連

接への過程なのである。

エーコの立場からは、コードの集積地は、

百科辞典・事典としてのコードである。また、

間（相互）テクストもコードとして機能する。

バルトは物語のコードとして定型化し、様々

なコード名称を設けた33）。主なものは「参照

のコード」referentical code（即ち文化のコー

ド）、「行動のコード」proairetic code、「解釈論

的コード」nermeneutic code、「意味のコード」

semic code、「象徴のコード」symbolic codeが

ある。さらには下位のコードとして、「語りの

コード」、「地誌的コード」、「固有名コード」、

「歴史的コード」、「知のコード」、「社会的コー

ド」、「科学的コード」、「時間的継起のコード」、

「話しかけコード」、「秘儀解釈的コード」、「コ

ミュニケーションコード」などがある。

④テーマ　theme

物語の享受者は、コンテクスト、コード変

換、同位態などを手掛りに物語の意味をたど

っていく。物語における意味の単位は、一つ

のまとまりのある状況、事象と出来事である。

この単位は、状況、出来事の具体的な要点で

あるモティーフとして意味づけられる。ある

モティーフは先立つ出来事のモティーフとそ

れに続くモティーフと関係しながら、仮説的

なミクロテーマを設立する。ミクロテーマは、

モティーフの連続と共に次第により包括的な

テーマの再編へと向かっていく。そして、物

語が全体にして何を意味しているかというマ

クロテーマが構築される。マクロテーマが時

に複雑な成層となるのは、一つには様々なモ

ティーフの集積によるものである。第二に、

多くの物語は複数の主体が歩む軌跡であり、

それぞれの主体が自らのミクロテーマを持つ

からである。さらには、脇役的な行為者も、

その行為においては（行為のディスコースと

しては）主体であり、それなりの自らのミク

ロテーマを持っている。これらの大なり小な

りのテーマが互いに共鳴し合い、複雑な観念

（テーマ性）の音色を帯びる。それ故に、物語

のテーマは出来事のモティーフからのミクロ

テーマと主体たちの固有のミクロテーマとを

検証しつつ、それらを融合し、対応しながら
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問うていかなければならない。この点でまさ

に、テーマとはテクストの生産なのである。

私たちは、物語において、その表現にまず

魅せられる。その強度、精彩、詩に。また、

次がどうなっていくのかという時間のサスペ

ンスに。これは、ファーブラである。そして、

物語の意味を辿ることで、私たちの経験と人

生について考えさせられる。物語は、現実、

可能の世界を問わず、私たちの人生観、世界

観の凝結した一切片として存在している。ま

た、物語は人間の生、死、存在という長い時

間を、定まった時間とテクストという表象の

中で問うものである。ちょうどリクールが

「物語は世界をその時間的次元において再び意

味づけることである」34）と述べているように。

また、ヒリス・ミラーは物語の意義について、

「人間存在について、時間や運命や自我のあり

方について、また、わたしたちがどこからき

たのか、生きているうちに何をすべきか、わ

たしたちはどこに行くのか―人生の全行程―

について、それぞれの文化の抱く最も基本的

な前提を肯定したり、強化し、さらには創造

さえする機能をもつことにあるだろう」34）と

述べているが、真に物語のテーマとは、人間

存在とその人生への問いであろう。
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